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華やかに女みこし
観音寺川のさくらまつりでは、川桁謡真鼓楽会の

メンバーらが中心となり「女みこし」渡御を開催、

桜の舞い散る中を元気よく練り歩きました。
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猪
苗
代
兼
載
は
今
か
ら
五
五
七
年
前
の
享き

ょ
う

徳と
く

元
年
（
一
四
五
二
）
に
、
町
内
の
小
平
潟
で

生
ま
れ
ま
し
た
。
六
歳
の
時
に
故
郷
を
離
れ
、
連れ
ん

歌が

師し

と
し
て
修
業
を
積
み
、
連
歌
師
の
最

高
の
位
で
あ
る
京
都
の
北
野
連
歌
会
所
奉
行
の
職
に
就
い
た
当
代
き
っ
て
の
文
化
人
で
す
。

　

今
年
は
兼
載
の
没
後
五
百
年
と
い
う
節
目
の
年
。
今
月
号
で
は
郷
土
の
偉
人
の
生
涯
を
た

ど
り
ま
す
。

　

そ
の
後
、
兼
載
は
連
歌
の
道
を

究
め
よ
う
と
、
中
世
の
連
歌
師
の

最
高
峰
と
称
さ
れ
た
「
心し

ん

敬け
い

」
や

「
宗そ

う

祇ぎ

」
に
師
事
。
天
皇
や
公
卿
、

将
軍
や
武
将
な
ど
に
連
歌
を
教
え

る
ま
で
に
な
り
、
三
十
九
歳
の
若

さ
で
連
歌
師
の
最
高
位
、
北
野
連

歌
会
所
奉
行
の
職
に
就
く
ま
で
に

な
り
ま
し
た
。
兼
載
は
多
く
の
連

歌
会
を
催
し
、
ま
た
自
ら
も
作
品

を
作
る
と
と
も
に
、
連
歌
の
編
さ

ん
に
も
あ
た
り
、
宗
祇
と
と
も
に

「
新し

ん

撰せ
ん

菟つ

玖く

波ば

集し
ゅ
う
」
を
完
成
さ
せ

ま
し
た
。

　

兼
載
は
故
郷
猪
苗
代
を
忘
れ
る

こ
と
な
く
、
幾
度
か
猪
苗
代
と
会

津
の
地
を
訪
れ
ま
す
が
、
会
津
で

も
戦
乱
に
次
ぐ
戦
乱
で
、
兼
載
が

安
住
で
き
る
場
所
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
兼
載
は
会
津
や
猪
苗
代

で
も
多
く
の
作
品
を
残
し
て
い
ま

す
が
、
そ
の
一
つ
が
小
平
潟
天
満

宮
前
の
歌
碑
に
あ
る

「
さ
み
だ
れ
に　

松
遠
ざ
か
る　

す
さ
き
か
な
」
で
す
。

　

小
平
潟
に
は
、
兼
載
ゆ
か
り
の

史
跡
が
点
在
し
、
人
知
れ
ず
眠
っ

て
い
ま
す
。
兼
載
が
永え

い

正し
ょ
う

三
年

（
一
五
一
〇
）
六
月
六
日
に
亡
く

な
っ
て
、
ま
も
な
く
五
百
年
を
迎

え
る
こ
と
に
な
り
、
兼
載
を
慕
う

全
国
の
人
た
ち
は
、
兼
載
の
生
誕

地
に
関
心
を
寄
せ
て
い
ま
す
。

　

今
年
、
そ
の
小
平
潟
地
区
で
は
、

没
後
五
百
年
を
記
念
し
た
事
業
を

行
う
予
定
で
、
そ
の
手
始
め
に
六

月
六
日
、
小
平
潟
天
満
宮
に
お
い

て
、
兼
載
を
偲
ぶ
会
を
開
催
す
る

予
定
で
す
。
今
年
か
ら
来
年
に
か

け
て
、
兼
載
ゆ
か
り
の
人
や
兼
載

を
敬
愛
す
る
人
た
ち
が
猪
苗
代
に

集
う
こ
と
と
な
る
で
し
ょ
う
。

　

も
う
一
人
の
猪
苗
代
の
偉
人
。

世
界
的
な
医
学
者
と
し
て
有
名
な

野
口
英
世
は
、
猪
苗
代
兼
載
の
生

ま
れ
変
わ
り
だ
と
い
う
説
が
あ
り

ま
す
。

　

野
口
英
世
の
父
・
野
口
佐
代
助

が
小
平
潟
の
小
桧
山
惣
平
の
長
男

で
、
兼
載
と
は
血
の
つ
な
が
り
が

あ
っ
た
ら
し
い
こ
と
や
、
母
シ
カ

が
小
平
潟
に
仕
事
に
来
て
い
た
時

に
英
世
が
生
ま
れ
た
と
い
う
説
も

あ
る
こ
と
な
ど
に
由
来
し
て
い
ま

す
が
、
こ
う
し
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
が

兼
載
と
小
平
潟
、
そ
し
て
野
口
英

世
と
の
結
び
つ
き
を
強
く
し
て
い

る
の
で
す
。

（
文
責　

猪
苗
代
の
偉
人
を
考
え

る
会　

小
桧
山
六
郎)

猪
苗
代
兼け

ん

載さ
い

　
　

―

猪
苗
代
が
生
ん
だ
文
化
人―

　

当
時
の
日
本
は
豪
族
同
士
の
勢

力
争
い
が
絶
え
な
い
時
代
で
、
会

津
も
そ
の
例
外
で
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
兼
載
の
父
は
そ
う
し
た

豪
族
の
一
人
、
猪
苗
代
城
主
盛も

り

実ざ
ね

で
あ
っ
た
と
言
わ
れ
て
お
り
、
母

は
小
平
潟
村
主
の
石い

し

部べ

丹た
ん

後ご

の

娘
・
加か

和わ

里り

と
伝
え
ら
れ
て
い
ま

す
。
兼
載
の
誕
生
に
つ
い
て
は
、

次
の
よ
う
な
言
い
伝
え
が
あ
り
ま

す
。

　

子
ど
も
の
で
き
な
い
加
和
里
は
、

学
問
・
農
業
の
神
様
と
し
て
知
ら

れ
る
平
安
時
代
前
中
期
の
公く

卿ぎ
ょ
う

菅す
が

原わ
ら
の

道み
ち

真ざ
ね

を
お
奉
り
す
る
天
満

宮
に
、
毎
日
お
参
り
を
し
て
い
ま

し
た
。
百
日
目
を
迎
え
た
あ
る
夜
、

ど
こ
か
ら
と
も
な
く
現
れ
た
神
様

が
一
枝
の
梅
の
花
を
加
和
里
に
投

げ
与
え
、
左
の
た
も
と
に
青
梅
が

入
っ
た
な
ら
男
の
子
、
右
の
た
も

と
に
入
っ
た
な
ら
女
の
子
と
告
げ

ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
し
て
あ
る
夜
の
こ
と
、
加
和

里
は
左
の
た
も
と
に
実
が
入
っ
た

夢
を
み
て
、
男
の
子
を
生
み
ま
し

た
。
そ
の
子
ど
も
こ
そ
後
の
猪
苗

代
兼
載
だ
っ
た
の
で
す
。
兼
載
が

菅
原
道
真
の
申
し
子
だ
と
い
わ
れ

て
言
わ
れ
て
い
る
ゆ
え
ん
で
も
あ

り
ま
す
。

　

加
和
里
は
、
道
真
が
詠
ん
だ

「
東こ

風ち

吹
か
ば
匂
い
お
こ
せ
よ
梅

の
花
～
」
の
和
歌
に
由
来
す
る
梅

の
精
に
あ
や
か
り
、
生
ま
れ
た
わ

が
子
に
「
梅
」
と
名
付
け
ま
し
た
。

　

天
満
宮
の
あ
る
小
平
潟
で
は
、

古
く
か
ら
和
歌
を
作
る
こ
と
が
盛

ん
に
行
な
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
兼

載
も
幼
い
こ
ろ
か
ら
和
歌
に
慣
れ

親
し
ん
で
い
た
の
で
、
三
歳
で
和

歌
を
詠
む
こ
と
を
覚
え
た
と
伝
え

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

小
さ
い
こ
ろ
か
ら
賢
い
子
ど
も

で
あ
っ
た
兼
載
は
、
修
業
を
積
む

た
め
六
歳
の
と
き
会
津
若
松
の
真

言
宗
自
在
院
に
引
き
取
ら
れ
、
僧

と
な
り
学
問
の
道
に
進
み
ま
し
た
。

自
在
院
で
修
学
す
る
兼
載
は
連
歌

を
得
意
と
し
、
近
く
の
諏
訪
神
社

で
行
わ
れ
た
歌
会
で
は
、
他
の
者

と
は
比
べ
ら
れ
な
い
ほ
ど
の
能
力

を
発
揮
し
、
歌
会
へ
の
出
席
を
断

ら
れ
る
ほ
ど
で
し
た
。

　

連
歌
を
詠
む
こ
と
に
秀
で
て
い

た
兼
載
は
周
囲
に
妬
ま
れ
、
歌
会

に
参
加
で
き
な
い
よ
う
部
屋
に
閉

じ
込
め
ら
れ
た
り
、
指
を
折
ら
れ

た
り
す
る
な
ど
の
酷
い
仕
打
ち
を

受
け
ま
し
た
。
兼
載
は
そ
ん
な
仕

打
ち
に
も
耐
え
な
が
ら
連
歌
で
身

を
立
て
よ
う
と
考
え
、
十
六
歳
の

と
き
に
京
都
に
行
く
決
心
を
し
ま

し
た
。

右　兼載像（会津若松市自在院所蔵）
左　江戸時代後期に小平潟近景を描いた十五図の
　内の一つ、猪苗代兼載の墓を描いたもの
　「八重一重　散れと名のみは九重の　花のもと
　にも匂いぬるかな　地染」の和歌が添えられて
　いる
下左　幹の梅　小平潟天満宮が移される前の場所
　にある古木。
下中　小平潟にある兼載の母「加和里」の墓
下右　小平潟天満宮前にある兼載の歌碑
　「さみだれに 松遠さかる すさきかな」 兼

載
は
神
の
申
し
子

三
歳
で
和
歌
を
詠
む

連
歌
師
の
最
高
位
へ

兼
載
と
野
口
英
世

（会津若松市・自在院所蔵）

特集　猪苗代兼載

没
後
五
百
年
の
今
年
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感
謝
状
贈
呈
者

　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

　

四
年
以
上
在
職
者

   

沼
ノ
倉　

  

遠　

藤　

修　

郎

　
　
　
　
　
　
　
　
（
四
年
間
）

   

天
鏡
台
温
泉　

  

杉　

山　

典　

子

　
　
　
　
　
　
　
　
（
四
年
間
）

   

山　

潟　

  

六　

角　

好　

光

　
　
　
　
　
　
　
　
（
四
年
間
）

   

川　

崎  　

深　

谷　
　
　

隆

　
　
　
　
　
　
　
　
（
四
年
間
）　

   

川　

桁　

  

渡　

部　

良　

明

　
　
　
　
　
　
　
（
十
一
年
間
）

   

新
屋
敷　

  

佐　

藤　
　
　

章

　
　
　
　
　
　
　
　
（
六
年
間
）

   

水　

沢　

  

佐　

藤　
　
　

勤

　
　
　
　
　
　
　
　
（
四
年
間
）

   

高　

森　

  

古　

川　

四　

郎

　
　
　
　
　
　
　
　
（
四
年
間
）

   

大
島
原　

  

高　

橋　

政　

夫

　
　
　
　
　
　
　
　
（
四
年
間
）　

　

委
嘱
状
の
交
付
に
続
い
て
開
か

れ
た
全
体
区
長
会
議
で
は
、
行
政

区
長
と
し
て
の
任
務
や
町
が
取
り

組
む
各
種
事
業
に
対
す
る
協
力
依

頼
、
町
か
ら
の
各
種
補
助
・
助
成

金
の
内
容
に
つ
い
て
説
明
が
な
さ

れ
た
。

　

質
疑
で
は
今
後
の
町
政
執
行
や

町
民
サ
ー
ビ
ス
な
ど
に
つ
い
て
質

下　

舘　
　
　

別　

府　

貞　

二

志　

津　
　
　

福　

地　

覚　

雄

荻　

窪　
　
　

中　

村　
　
　

正

水　

沢　
　
　

渡　

部　
　
　

渉

伯
父
ケ
倉　
　

阿　

部　

俊　

一

道　

下　
　
　

滝　

沢　

美　

幸

　
　白

木
城　
　
　

遠　

藤　
　
　

博

小
水
沢　
　
　

古　

川　

義　

市

樋
ノ
口　
　
　

神　
　
　

幹　

夫

小　

田　
　

○
佐　

藤　

太　

市

名　

家　
　
　

小　

林　

啓　

一

酸
川
野　
　
　

熊　

谷　
　
　

博

田
茂
沢　
　
　

森　

口　

利　

雄

木
地
小
屋　
　

鈴　

木　

邦　

夫

大　

原　
　
　

小
桧
山　

政　

恒

市　

沢　
　
　

遠　

藤　

登
美
夫

達　

沢　
　
　

小　

椋　

隆　

夫

沼
尻
駅
前　
　

小　

椋　

重　

政

中
ノ
沢　
　
　

渡　

部　

光　

男 

高　

森　
　
　

渡　

辺　

清　

孝

蒲
谷
地　
　
　

星　
　
　

重　

成

金　

堀　
　
　

高　

橋　

善　

数

沼
尻
温
泉　
　

小　

椋　

文　

次

次
の
人
た
ち
が

　
　
　

区
長
さ
ん
で
す

　
　
（
敬
称
略　

○
は
区
長
会
長
）

四
ツ
谷　
　
　

鈴　

木　

恒　

夫

名
古
屋
町　
　

物　

江　

征
一
郎

古
城
町　
　
　

山　

内　

新　

栄

本　

町　
　
　

酒　

井　
　
　

寿

旭　

町　
　
　

岡　

田　

正　

則

新
町
イ　
　
　

松　

本　

勇　

二

新
町
ロ　
　
　

笹　

岡　

正　

人

上
新
町　
　

○
本　

間　

昌　

儀

九
軒
町　
　
　

秋　

山　

敏　

夫

半　

坂　
　
　

山　

本　

広　

市

中　

町　
　
　

長
谷
川　

利　

夫

神
明
町　
　
　

岡　

村　

三　

好

新
北
町　
　
　

宇　

月　

晴　

彦

新
堀
向　
　
　

野　

沢　

弘
一
郎

今　

泉　
　
　

細　

矢　
　
　

誠

見　

祢　
　
　

五
十
嵐　

仁　

一

て
は
補
助
金
の
対
象
に
な
ら
な
い

の
か
。

▼
除
雪
に
よ
り
ご
迷
惑
お
か
け
し

申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
ま

た
、
三
月
中
の
活
動
に
つ
き
ま
し

て
は
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
予
算

は
二
百
万
円
弱
、
作
業
時
間
等
で

補
助
金
の
額
が
決
定
い
た
し
ま
す
。

実
施
期
間
が
ず
れ
る
活
動
に
つ
い

て
も
実
績
報
告
を
し
て
い
た
だ
け

れ
ば
そ
れ
ら
も
考
慮
し
た
う
え
で

補
助
金
の
額
を
決
定
し
ま
す
。

○
農
林
課
か
ら
も
ら
う
薬
剤
散
布

の
時
期
を
早
め
た
い
が
可
能
か
。

ま
た
、
ゴ
ミ
捨
て
場
の
ネ
ッ
ト
を

新
し
く
し
た
い
が
補
助
は
あ
る
か
。

▼
検
討
い
た
し
ま
す
。
ネ
ッ
ト
に

つ
い
て
は
予
算
で
補
助
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

○
中
央
商
店
街
の
整
備
を
し
て
い

た
だ
い
た
が
、
歩
道
が
広
く
な
っ

た
た
め
に
歩
道
に
運
送
業
者
等
の

車
が
駐
車
す
る
ケ
ー
ス
が
増
え
て

い
る
。
警
察
署
と
役
場
の
指
導
を

お
願
い
し
た
い
。

▼
駐
車
す
る
側
の
モ
ラ
ル
も
あ
り

ま
す
が
、
警
察
署
と
も
協
議
し
な

が
ら
道
路
の
安
全
確
保
に
努
め
て

い
き
た
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

総
務
課
秘
書
広
報
業
務

　

☎
（
62
）
２
１
１
１

沼
ノ
倉　
　
　

氏　

田　

和　

久

渋　

谷　
　
　

本　

多　

良　

市

長　

坂　
　
　

磯　

谷　

虎　

栄

土　

町　
　
　

平　

山　

健　

一

祢　

次　
　
　

古　

川　

正　

光

川　

上　
　
　

磯　

谷　
　
　

渉

見
祢
山　
　
　

斉　

藤　

英　

一

葉　

山　
　
　

長
谷
川　

民　

男

ス
キ
ー
場　
　

更　

科　
　
　

治

桜
ヶ
丘　
　
　

鈴　

木　
　
　

覚

千　

貫　
　
　

笠　

間　

雄
一
郎

三
城
潟　
　
　

二　

瓶　

隆　

雄

新
在
家　
　
　

渡　

部　

義　

広

五
十
軒　
　
　

野　

崎　

武　

一

釜　

井　
　
　

関　

和　

瑞　

穂

烏
帽
子　
　
　

鈴　

木　

信　

夫

東
南
真
行　
　

野　

口　

久　

夫

西
真
行　
　
　

穴　

沢　

周　

一

大
在
家　
　

○
大　

橋　

清　

喜

西
久
保　
　
　

佐　

藤　

信　

一

行
津
桜
川　
　

渡　

部　

貴　

之

翁
島
駅
前　
　

鈴　

木　

一　

喜

土　

田　
　
　

鈴　

木　

千　

一

蟹
沢
・
長
浜　
　

渡　

部　

権　

一

戸
ノ
口
・
三
金　

   

鈴　

木　

昭　

宏

不　

動　
　
　

榎　

田　

政　

也

磐　

根　
　
　

河　

村　

時　

夫

砂　

川　
　
　

渡　

部　

宏　

一

天
鏡
台
温
泉　
　

野　

口　

光　

彦

西　

舘　
　
　

渡　

部　

武　

夫

牛　

沼　
　
　

佐　

藤　
　
　

一

入　

江　
　
　

佐　

藤　

晴　

美

相
名
目　
　
　

渡　

部　
　
　

優

蜂
屋
敷　
　
　

佐　

藤　

力　

雄

廻
谷
地　
　
　

黒　

崎　

良　

和

扇　

田　
　

○
阿　

部　

俊　

雄

千
代
田　
　
　

笠　

間　
　
　

正

打　

越　
　
　

田　

中　

寿　

美

富　

永　
　
　

長　

沼　

一　

夫

北
高
野　
　
　

佐　

藤　

久　

雄

八
千
代　
　
　

小　

池　

章　

生

六　

角　
　
　

難　

波　

一　

則

百
目
貫　
　
　

佐　

藤　

文　

博

仁　

蔵　
　
　

渡　

部　

富　

雄

堤　

崎　
　
　

屋　

部　
　
　

敏

島　

田　
　
　

小
桧
山　
　
　

武

上
ノ
上　
　
　

遠　

藤　

妙　

子

関　

脇　
　
　

鈴　

木　

和　

雄

都　

沢　
　
　

村　

沢　

良　

男

壺　

下　
　
　

古　

川　

春　

男

志
田
浜　
　
　

吉　

田　

昌　

弘

上　

戸　
　
　

大
川
原　

正　

英

上
戸
駅
前　
　

諏　

佐　

正　

剛

湊
志
田　
　
　

小
桧
山　

清
一
郎

山　

潟　
　
　

大
久
保　

春　

雄

田
子
沼　
　
　

渡　

部　

栄　

一

金　

曲　
　
　

佐　

藤　

悦　

子

川　

崎　
　
　

安　

斉　

誠　

市

夷　

田　
　
　

関　

沢　

茂　

夫

中　

目　
　
　

小
桧
山　

新　

助

松　

橋　
　

○
古　

川　

文　

和

小
平
潟　
　
　

佐　

藤　

善　

司

松
橋
浜　
　
　

斉　

藤　

一　

夫

幸　

野　
　
　

鈴　

木　

新　

一

川　

桁　
　
　

長　

沢　

一　

夫

新
屋
敷　
　
　

大　

坂　

恭　

一

曲　

渕　
　
　

佐　

藤　

智　

昭

東　

舘　
　

○
大　

塚　
　
　

彰

白　

津　
　
　

神　
　
　

良　

夫

内　

野　
　
　

筑　

井　
　
　

淳

明　

戸　
　
　

長　

沢　
　
　

実

問
や
要
望
が
挙
げ
ら
れ
た
。

（
○
印
が
質
問
等
、
▼
印
が
回
答
）

○
全
国
交
通
安
全
週
間
が
始
ま
っ

て
い
る
が
、
防
災
無
線
で
の
啓
発

は
発
信
さ
れ
な
い
の
か
。

▼
月
、
水
、
金
の
午
後
四
時
に
放

送
し
ま
す
。

○
組
織
改
革
に
つ
い
て
、
組
織
図

等
で
の
説
明
は
広
報
で
さ
れ
る
の

か
。

▼
現
在
作
成
中
で
す
の
で
、
四
月

広
報
に
同
封
し
ま
す
。

○
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
作
戦
に
つ
い

て
、
電
化
製
品
等
家
庭
の
も
の
は

持
ち
込
み
で
き
な
い
と
あ
る
が
、

タ
イ
ヤ
等
が
道
路
に
捨
て
ら
れ
て

い
る
場
合
に
は
持
ち
込
み
で
き
る

の
か
。

▼
持
ち
込
み
し
て
大
丈
夫
で
す
。

　
○
体
験
交
流
館
の
オ
ー
プ
ン
の
時

な
ど
、
駐
車
場
の
誘
導
が
た
く
さ

ん
い
て
よ
か
っ
た
。
敬
老
会
な
ど

大
き
な
イ
ベ
ン
ト
で
の
案
内
で
も

町
職
員
の
協
力
強
化
を
お
願
い
し

た
い
。

▼
検
討
い
た
し
ま
す
。

○
道
路
愛
護
事
業
に
つ
い
て
、
除

雪
に
よ
る
砂
利
の
撤
去
作
業
な
ど

は
三
月
中
に
完
了
し
て
い
る
が
、

実
施
期
間
と
ず
れ
る
作
業
に
つ
い

110
人
の
区
長
に
委
嘱
状
を
交
付

長
瀬
地
区

月
輪
地
区

千
里
地
区

猪
苗
代
地
区

吾
妻
地
区

翁
島
地
区

　

二
十
一
年
度
猪
苗
代
町
区
長
委
嘱
状
交
付
式
は
四
月
七
日
、
役
場
正
庁

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。　

　

委
嘱
状
の
交
付
に
先
立
ち
、
長
年
区
長
を
務
め
ら
れ
、
退
任
さ
れ
た
皆

さ
ん
に
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

交
付
式
で
は
各
地
区
の
区
長
さ
ん
に
町
長
か
ら
委
嘱
状
が
手
渡
さ
れ
、

町
政
進
展
の
た
め
、
協
力
を
お
願
い
し
ま
し
た
。

地域と行政のパイプ役として
１年間よろしくお願いします

　行政相談委員として長年町
民と行政の間に立ち、さまざ
まな問題の解決に尽力された
山田トミエさん（扇田）に総
務大臣より感謝状が贈呈され
ました。
　4 月 23 日、 町 役 場 で の 伝
達式には、津金町長、大塚喜
平総務省福島行政評価事務所
長、川田行政相談部長らが出
席。大塚所長が感謝状を手渡
し「20 年という長い間には、
いろいろとご苦労もあったこ
とと思いますが、本当にお疲
れさまでした」と長年の労を
ねぎらいました。

総務大臣から感謝状が贈られました

　「一つ一つの相談に乗って
いたら、いつの間にか 20 年
がたっていました。問題が解
決 し て、 ほ っ と し た 人 の 顔
を見るのはうれしいことです。
あっという間でしたよ」と笑
顔で話す山田さん。
　温厚で誠実な人柄と、親身
に相談に乗るやさしさは町民
の信頼も厚く、退任した今で
も相談の電話がくるという。
　これから何かやりたいこと
はありますかと尋ねると、「こ
れからは少しゆっくりして過
ごします」と答えました。
長年ありがとうございました。

山田トミエさん行政相談委員

Profile　　　　　やまだ・とみえ

全
体
区
長
会
議

　1927 年猪苗代町生まれ、79 年から 2004 年までの 26 年間民生児童
委員として活躍。89 年からは行政相談委員も兼任し、3 月の退任まで
20 年間行政相談委員を続けた。●受賞歴　2000 年 東北管区行政監察
局長表彰、02 年 （社）全国行政相談委員連合協議会会長表彰、04 年 総
務大臣表彰、08 年 瑞宝単光章 受章など
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基
金
の
状
況

  　
（
平
成
二
十
年
度
末
見
込
額
）

◎
今
後
の
経
済
状
況
の
変
化
や
公

債
費
の
負
担
軽
減
な
ど
、
財
政
基

盤
の
安
定
の
た
め
の
も
の

▼
財
政
調
整
基
金

一
億
四
千
七
百
九
十
九
万
四
千
円

▼
減
債
基
金

一
億
六
百
六
十
二
万
六
千
円

◎
事
業
実
施
年
度
の
財
政
負
担
が

大
き
い
た
め
に
、
そ
の
資
金
を
積

み
立
て
て
お
く
も
の

▼
文
化
セ
ン
タ
ー
建
設
基
金

一
億
四
千
七
百
五
十
一
万
九
千
円

▼
温
泉
セ
ン
タ
ー
建
設
基
金

二
百
三
十
三
万
円

▼
ほ
場
整
備
事
業
推
進
基
金

八
百
四
十
六
万
八
千
円

▼
公
共
下
水
道
整
備
基
金

三
千
百
四
万
四
千
円

▼
ふ
る
さ
と
創
生
基
金

二
千
四
百
三
十
九
万
八
千
円

▼
リ
ゾ
ー
ト
開
発
環
境
整
備
基
金

八
百
十
六
万
三
千
円

▼
ふ
る
さ
と
水
と
土
保
全
基
金

千
五
十
五
万
四
千
円

▼
地
域
福
祉
基
金

二
億
八
十
万
二
千
円

▼
電
源
立
地
地
域
対
策
交
付
金
基

金千
六
百
六
十
万
二
千
円

◎
基
金
を
運
用
し
な
が
ら
事
業
を

行
う
も
の

▼
土
地
開
発
基
金

一
億
九
千
七
百
二
十
万
三
千
円

▼
問
い
合
わ
せ
先

企
画
財
務
課
財
務
業
務

☎
（
62
）
２
１
１
２

■平成 20 年度下半期財政状況

町のお金は　このように使われました
　

二
十
一
年
三
月
末
ま
で
に
使
っ
た
、
お
金
の
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
こ

れ
は
、
地
方
自
治
法
と
町
条
例
に
基
づ
き
、
毎
年
五
月
と
十
一
月
の
二
回
、
町

の
財
政
状
況
を
町
民
の
皆
さ
ん
に
公
表
し
て
い
る
も
の
で
、
二
十
年
度
と
し
て

は
二
回
目
で
す
。
一
般
会
計
は
下
半
期
中
、
四
回
の
補
正
を
行
い
、
歳
入
歳
出

の
予
算
現
在
額
は
八
十
億
八
千
三
百
八
十
五
万
三
千
円
と
な
り
ま
し
た
。
三
月

末
ま
で
の
予
算
現
在
額
に
対
す
る
収
入
割
合
は
七
九
・
九
四
％
、
支
出
割
合
は

九
一
・
一
九
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。
国
民
健
康
保
険
な
ど
十
一
の
特
別
会
計
は
、

下
半
期
中
、
合
計
で
三
千
四
百
八
十
六
万
二
千
円
の
補
正
を
行
い
、
予
算
現
在

額
は
四
十
七
億
五
千
百
四
十
八
万
五
千
円
と
な
り
ま
し
た
。
三
月
末
ま
で
の
予

算
現
在
額
に
対
す
る
収
入
割
合
は
七
七
・
三
％
、
支
出
割
合
は
九
六
・
八
％
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　　　「水道料金」改定のお知らせ

　水道使用量は基本料金と水量料金の合算ですが、水量料金
を平成 21 年５月１日から改定しました。

（５月精算と６月納入分から新料金になります）
　今後とも安全でおいしい水道水の供給とサービス向上に努
め、経費を削減していきますのでご理解をお願いいたします。
　なお、基本料金は変更ありません。

○新料金の計算例（水道事業　消費税込み）
　給水口径 13mm で 1 ヶ月に 25㎥使用した場合
　①基本料金　　1,155  円
　②水量料金　　2,467.5 円 　　内訳　10㎥×    73.5 円 　
　　　　　　　　　　　　　　　　  ＋ 10㎥×  105.0 円
　　　　　　　　　　　　　　　　  ＋   5㎥×  136.5 円
　　               水道料金　①＋②＝ 3,622 円（円未満切捨て）
○現料金との比較
　（給水口径 13mm、1 カ月に 25㎥使用した場合）
　　　水道　現料金 3,360 円　新料金 3,622 円
　　　　　　　　　　　　　　262 円増　7.8％ｱｯﾌﾟ
　簡易水道　現料金 3,150 円　新料金 3,465 円
　　　　　　　　　　　　　　315 円増　10.0％ｱｯﾌﾟ

「開閉栓手数料」を新設します。
　水道を短期間使用する開栓と閉栓に手数料がかかります。
手数料は開栓、閉栓それぞれ１回につき 525 円で（消費税
込み）、21 年 5 月 1 日から手数料を徴収します。
　ただし、次のいずれかに当てはまる場合はかかりません。
　　○初回使用開始時の開栓と使用開始後最初の閉栓
　　○開栓から閉栓までの使用日数が 31 日以上のとき
　　　　　　　 上下水道課　水道管理業務　☎（62）5622  
　お願い
　・水道メーターボックスの上や周りに物を置かないよう
　ご協力ください。
　・犬を水道メーターの近くにつながないようお願いします。

水道事業 簡易水道事業
水量区分 １㎥あたり 値上げ額 水量区分 １㎥あたり 値上げ額

1 ～ 10㎥ 73.5 円 10.5 円 1 ～ 10㎥ 73.5 円 10.5 円
11 ～ 20㎥ 105.0 円 10.5 円 11 ～ 20㎥ 94.5 円 10.5 円
21㎥以上 136.5 円 10.5 円 21㎥以上 126.0 円 21.0 円
臨時使用 262.5 円 52.5 円 臨時使用 262.5 円 52.5 円

水量料金（改定後、消費税込み）

会　計　区　分 予算現在額 収　入　済　額 支　出　済　額
猪苗代地区財産区 1,785 万 1 千円 1,651 万円 1,599 万 9 千円
翁島地区財産区 236 万 8 千円 208 万 1 千円 71 万 3 千円
長瀬地区財産区 1,234 万 7 千円 1,225 万 7 千円 1,153 万 7 千円
吾妻地区財産区 1,050 万 1 千円 1,016 万 7 千円 960 万 9 千円
国民健康保険 18 億 5,719 万 7 千円 15 億 7,062 万 4 千円 17 億 8,042 万 2 千円
老人保健 2 億 9,403 万 6 千円 3 億 0,522 万 2 千円 2 億 9,257 万 3 千円
簡易水道事業 7,652 万 5 千円 6,844 万 6 千円 7,166 万 9 千円
公共下水道事業 8 億 6,649 万 4 千円 4 億 4,370 万 6 千円 8 億 4,125 万 4 千円
特定環境保全水道事業 1 億 3,966 万 1 千円 4,310 万 6 千円 1 億 3,441 万 1 千円
農業集落排水事業 1 億 7,688 万 7 千円 6,800 万 4 千円 1 億 7,252 万 7 千円
介護保険 11 億 4,324 万 7 千円 9 億 8,234 万 9 千円 11 億 1,962 万 1 千円
後期高齢者医療 1 億 5,437 万 1 千円 1 億 5,268 万 5 千円 1 億 5,075 万 2 千円

計 47 億 5,148 万 5 千円 36 億 7,515 万 7 千円 46 億 0,108 万 7 千円
一　　　般　　　会　　　計

総 務 3 億 4,468 万 8 千円
民 生 5,626 万 9 千円
衛 生 2 億 1,892 万 5 千円
農 林 水 産 7 億 7,063 万 8 千円
商 工 1,080 万 2 千円
土 木 34 億 9,896 万 7 千円
公 営 住 宅 8 億 6,304 万 4 千円
消 防 1 億 2,306 万 4 千円
教 育 14 億 8,599 万 8 千円
災 害 復 旧 7,317 万 6 千円
臨時財政対策債など 25 億 8,122 万 3 千円

特　　　別　　　会　　　計
簡易水道事業 2 億 5,934 万 9 千円
下水道事業 40 億 7,664 万 2 千円
特定環境保全下水道事業 10 億 2,446 万円
農業集落排水事業 15 億 7,387 万 4 千円

区　　分 収　　入 支　　出 差　　引
収　益　的 2 億 9,751 万 7 千円 2 億 7,899 万 3 千円 1,852 万 4 千円
資　本　的 1 億 8,186 万 1 千円 3 億 3,573 万円 △ 1 億 5,386 万 9 千円

※資本的収支の不足額 1 億 5,386 万 9 千円は内部留保資金、建設改良積立金
　などから補てんしました。

予算現在額　  26 億 3,289 万 5 千円
収 入 済 額　  27 億 8,326 万 1 千円

20 億 8,813 万 7 千円
20 億 3,373 万 4 千円

地 方 譲 与 税　1 億     499 万 5 千円
利 子 割 交 付 金　　       486 万 5 千円
配 当 割 交 付 金　　       408 万 5 千円
株式等譲渡所得割交付金　　　　　         227 万円
ゴルフ場利用税交付金　　    2,093 万 5 千円
特別地方消費税交付金　　　　　　 1 万円
自動車取得税交付金　　    3,657 万 5 千円
地方特例交付金　     　        1,487 万円
交通安全対策特別交付金　　       374 万 5 千円
分担金および負担金　　    4,602 万 8 千円
寄　　付　　金　　    1,699 万 7 千円
繰　　入　　金　5 億     173 万 5 千円

5 億 3,940 万円
         1,750 万円

7 億 5,711 万円
2 億 4,367 万 1 千円

11 億     310 万 4 千円
   5 億 9,673 万 8 千円

3 億 6,026 万 9 千円
2 億     893 万 7 千円

2 億 1,712 万 3 千円
1 億 9,717 万 2 千円

1 億 4,488 万 2 千円
1 億 4,149 万 3 千円

1 億 3,344 万 4 千円
1 億 3,344 万 4 千円

9,640 万 8 千円
9,839 万 5 千円

1,108 万 1 千円
1,262 万 2 千円

予算現在額　19 億 4,872 万 5 千円
収 入 済 額　14 億 6,916 万 8 千円

13 億     927 万 8 千円
   9 億 9,215 万 2 千円

7 億 4,314 万 9 千円
6 億 4,629 万円

12 億 1,944 万円
10 億 4,862 万 4 千円

12 億 2,138 万円
12 億 1,891 万 3 千円

4 億 2,092 万 5 千円
3 億 8,203 万 9 千円

3 億 9,713 万円
3 億 7,198 万 8 千円

3 億 5,899 万 9 千円
2 億 9,239 万円

3 億 5,043 万 9 千円
2 億 4,116 万 3 千円

1 億 1,438 万 8 千円
　     8,950 万 2 千円 

議　会　費　    9,113 万 7 千円
災害復旧費　　　  53 万 8 千円
予　備　費　    2,271 万 3 千円

一  般  会  計
歳入歳出

町債現在高

特別会計予算執行状況

水道事業会計予算収支状況

（平成 21 年 3 月 31 日現在の平成 20 年度末現在見込額）

（消費税込）

（公営企業会計を除く）

◎一般会計合計   100 億 2,679 万 4 千円

◎特別会計合計      69 億 3,432 万 5 千円

●町債現在高合計
169 億 6,111 万 9 千円

数字で見る　町の家計簿

予算現在額

予算現在額
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5 月 27 日（水）
時　　　間 場　　　所

  9:00 ～   9:30 町役場車庫前
  9:35 ～   9:50 亀ヶ城入口
  9:55 ～ 10:05 本町消防屯所前
10:10 ～ 10:25 斉藤呉服店前
10:30 ～ 11:00 神明町地蔵前
11:05 ～ 11:25 町児童館前
11:30 ～ 11:50 上新町消防屯所前
13:00 ～ 13:20 中町消防屯所前
13:25 ～ 13:40 土町集会所前
13:45 ～ 14:00 葉山荘前
14:05 ～ 14:15 ヴィライナワシロ前
14:25 ～ 14:35 丸清水井戸前
14:40 ～ 15:00 半坂集会所前
15:05 ～ 15:15 祢次集会所前
15:25 ～ 15:35（元）三ツ和食堂前
15:40 ～ 16:00 五十軒集会所前

5 月 28 日（木）
時　　　間 場　　　所

  9:00 ～   9:15 モービルパーク猪苗代前
  9:25 ～   9:35 千貫消防屯所前
  9:45 ～ 10:05 川上集会所前
10:15 ～ 10:25 長坂集会所前
10:30 ～ 10:40 黒沢商店前
10:45 ～ 11:10 渋谷集会所前
11:15 ～ 11:30 渡部産業前
11:35 ～ 11:50 見祢集会所前
13:00 ～ 13:35 旧馬競り場前
13:40 ～ 13:50 今泉集会所前
13:55 ～ 14:05 新堀向集会所前
14:10 ～ 14:20 桜ヶ丘集会所前
14:30 ～ 14:50 不動集会所前
14:55 ～ 15:10 元北会津開拓農協跡地
15:15 ～ 15:40 翁島駅前公民館前
15:45 ～ 16:00 土田集会所前

5 月 29 日（金）
時　　　間 場　　　所

  9:00 ～   9:10 行津桜川集会所前
  9:25 ～   9:35 南ヶ丘牧場前
  9:45 ～   9:55 戸ノ口消防屯所前
10:05 ～ 10:15 ホテルみなとや脇
10:20 ～ 10:30 蟹沢集会所前
10:35 ～ 10:50 西久保公民館前
11:00 ～ 11:20 翁島地区コミュニティセンター前

11:25 ～ 11:40 新在家集会所前
13:00 ～ 13:10 西真行集会所前
13:15 ～ 13:25 大在家集会所前
13:30 ～ 13:40 釜井集会所前
13:45 ～ 14:15 烏帽子集会所前・鈴木哲雄さん宅

14:20 ～ 14:30 東真行集会所前
14:35 ～ 14:50 南真行集会所前
14:55 ～ 15:05 仁蔵集会所前
15:10 ～ 15:30 蜂屋敷集会所前
15:35 ～ 15:45 廻谷地集会所前

6 月 1 日（月）
時　　　間 場　　　所

  9:00 ～   9:15 堀切公会堂前
  9:20 ～   9:30 白木城集会所前
  9:35 ～   9:45 小水沢地蔵様前
  9:50 ～ 10:30 樋ノ口集会所前
10:35 ～ 11:00 小田消防屯所前
11:05 ～ 11:15 名家集会所前
11:20 ～ 11:30 酸川野消防屯所前
11:35 ～ 11:50 田茂沢集会所前
13:10 ～ 13:30 木地小屋消防屯所前
13:35 ～ 13:55 大原消防屯所前
14:00 ～ 14:15 沼尻サブセンター前
14:20 ～ 14:30 岩瀬屋旅館駐車場
14:35 ～ 14:45 旧中ノ沢保育所前
14:50 ～ 15:10 中ノ沢旅館案内所脇
15:15 ～ 15:35 達沢改善センター前
15:45 ～ 16:00 清水屋製麺前

6 月 2 日（火）
時　　　間 場　　　所

  9:10 ～   9:40 市沢集会所前
  9:45 ～   9:55 高橋善数さん宅前
10:00 ～ 10:10 高橋政夫さん宅前
10:15 ～ 10:25 蒲谷地集会所前
10:30 ～ 10:40 佐藤俊吉さん宅前
10:45 ～ 11:05 ドライブイン高森脇
11:10 ～ 11:20 佐藤勇一さん宅前
11:30 ～ 11:35 水沢集会所前
11:40 ～ 11:50 荻窪集会所前
13:10 ～ 13:20 志津集会所前
13:25 ～ 13:35 下舘集会所前
13:40 ～ 14:05 旧長瀬連絡所前
14:10 ～ 14:20 明戸集会所前
14:25 ～ 14:45 白津集会所前
14:50 ～ 15:15 大山祇神社前
15:20 ～ 15:35 新屋敷公民館前
15:40 ～ 16:00 川桁駅前

6 月 4 日（木）
時　　　間 場　　　所

  9:00 ～   9:15 幸野消防屯所前
  9:20 ～   9:35 都沢多目的集会所前
  9:40 ～   9:50 関都駅前広場
  9:55 ～ 10:05 旧月輪連絡所前
10:10 ～ 10:25 壺下消防屯所前
10:35 ～ 10:45 田子沼集会所前
10:50 ～ 11:10 山潟集会所前
11:15 ～ 11:20 上戸駅前広場
11:25 ～ 11:30 上戸集会所前
11:35 ～ 11:45 山潟小学校西側
11:50 ～ 11:55 つるや前駐車場
13:15 ～ 13:25 山崎一男さん宅前
13:30 ～ 13:55 金曲消防屯所前
14:00 ～ 14:15 小平潟集会所前
14:20 ～ 14:30 古川貞夫さん宅前
14:35 ～ 14:45 レストラン白鳥脇
14:50 ～ 15:05 松橋消防屯所前
15:10 ～ 15:20 中目集会所前
15:25 ～ 15:40 夷田集会所前
15:45 ～ 16:00 入江集会所前

6 月 5 日（金）
時　　　間 場　　　所

  9:00 ～   9:10 相名目集会所前
  9:15 ～   9:25 富永集会所前
  9:30 ～   9:40 打越集会所前
  9:45 ～ 10:15 西舘集会所前
10:20 ～ 10:40 北高野集会所前
10:45 ～ 11:10 千代田遊園地
11:15 ～ 11:25 熊野神社前
11:30 ～ 11:50 町役場車庫前
13:00 ～ 13:15 百目貫集会所前
13:20 ～ 13:35 堤崎集会所前
13:40 ～ 13:50 島田集会所前
14:00 ～ 14:10 天鏡台温泉管理事務所前

　生後 91 日以上の畜犬所有者 ( 管理者）は狂犬病予防法第 4 条第 1 項の規定により登録申請し、
同法第 5 条第 1 項の規定によって毎年狂犬病予防注射を受けなければなりません。今年は下記
のとおり実施しますので、忘れずに登録および狂犬病予防注射を済ませてください。

＊持参するもの
①料金等（下記の金額）　　②役場より送付された封筒
　●平成 20 年度までに登録をした人
　　注射料　2,550 円　注射済票交付手数料　550 円　　合計　3,100 円
　●新たに犬を飼った人
　　上記のほか　登録料　3,000 円　　合計　6,100 円

＊狂犬病予防注射を受けるのは「健康な犬」に限ります。
＊問診表（役場より送付されたピンク色の用紙）が必要になりますので、必ず記入
して持参してください。

狂犬病予防注射日程表

＊フンの後始末はしていますか　　
●フンの処置に対する苦情が多くなっています。
●散歩のときはビニール袋を持参するなど飼い主が責任を持って持ち帰りましょう。
●飼育場所の内外は常に清潔にし、昆虫や悪臭の発生防止に努めましょう。

■問い合わせ先　町民生活課　生活環境業務　☎（62）2114

○豚肉・豚肉加工品を食べることにより、豚インフルエンザがヒトに感染する可能性は、以下の理由からないものと考え
　ています。 
　・豚肉は従来から食中毒防止の観点から十分加熱するよう言われていること。 
　・万一、ウイルスが付着していたとしても、インフルエンザウイルスは熱に弱く、加熱調理で容易に死滅すること。
　・万一、ウイルスが付着していたとしても、インフルエンザウイルスは酸に弱く、胃酸で不活化される可能性が高い　
　　こと  
○ なお、ＣＤＣ（米国疾病管理予防センター）は、豚肉を食べることにより感染するかどうかについて、「食品から豚イ
　ンフルエンザウイルスは感染しません。豚インフルエンザは、豚肉や豚肉製品を食べることによって感染するものでは
　ありません。適切に取り扱われ、調理された豚肉製品を食べても安全です。中心温度 71℃での豚肉の調理により、ほ
　かの細菌やウイルスと同様、豚インフルエンザウイルスは死滅します。（仮訳）」としております 

豚インフルエンザに関する食品安全委員会委員長の見解

豚肉・豚肉加工品は「安全」と考えます。
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       真新しいランドセルで登校
　町内の小学校の入学式は 4 月 6 日、各小学校で
開催されました。
　長瀬小学校（江川 浩

ひろし

校長）では、新入生 18 人
が希望を胸に小学校生活をスタート。
　マーチングが盛んな長瀬小学校らしく演奏で新入
生を歓迎。新しい仲間を大きな拍手で迎えました。
　新入生一人一人の名前が呼ばれ入学を許可される
と江川校長が「小学校では元気よく、大きな声であ
いさつをしましょう」と式辞を述べました。
　在校生を代表して 2 年生の児童らが「学校はと
ても楽しいところです。漢字や計算も習います。わ
からないことがあったらなんでも話してね」と歓迎
の言葉を述べると、新入生たちの緊張も少しほぐれ
た様子でした。
　教室に戻った新入生たちは、まだ少し大きめなラ
ンドセルを前に楽しそうに笑っていました。

写真上　マーチング演奏で新
入生を迎える長瀬小学校の上
級生。下級生はこの姿に憧れ
ます
写真下　新入生を代表して文
房具を受け取る高橋玲

れ

乃
の

くん
いっぱい勉強してね

       雪だるまのプレゼントだよ
　中ノ沢保育所の児童ら 5 人は 4 月 17 日、いわき
市のアクアマリンふくしまを訪れ、セイウチに雪だ
るまのプレゼントをしました。
　暑さが苦手なセイウチに、暑い季節を乗りきって
もらおうと始めたプレゼントも今年で 9 回目。安
部義孝アクアマリンふくしま館長、津金町長のあい
さつの後、児童らが「セイウチさんに雪をあげてく
ださい」と安部館長にミニ雪だるまを手渡しました。
　目にはエビ、キバにはホッケなどをあしらった雪
だるまが水槽に入ると、セイウチは雪だるまに突進。
一心不乱にかじりつく様子を見て児童らも「食べて
る」「セイウチおっきいね」と喜んでいました。　
　小板橋柊

とう

矢
や

くん（写真上　中央）は、せいうちさ
んという人に雪をあげると思っていたらしく、会場
であれが「セイウチ」だよと教えられてびっくりし
たそうです。

写真上　５人の児童らと左か
ら本多先生、安部館長、津金
町長、秋山所長
写真下　テレビに取材され
ちゃった！児童らはテレビカ
メラに緊張気味。笑顔で質問
に答えるのは芳

は

賀
が

咲
さ く

良
ら

くん

     友だちたくさんできるかな
　町内の幼稚園の入園式は 4 月 8 日、各幼稚園で
一斉に開催され、新入園児らが楽しい幼稚園生活を
スタートさせました。32 人が入園した猪苗代幼稚
園（本多勝

かつ

男
お

園長）では、一人一人の名前が呼ばれ
ると、園児が元気よく手を挙げながら「はい」と返
事をする姿が見られました。
　本多園長は「幼稚園はいっぱい遊べて楽しいとこ
ろ。早くみんなで仲良しになってください。」とあ
いさつ。その後山本教育委員と津金町長が祝辞を述
べました。
　会場にはビデオカメラなどを手にした保護者らが
大勢詰め掛け、成長したわが子の姿に目を細めてい
ました。
　お父さん・お母さんに元気よく手を振っていた新
入園児の八木和

かず

真
ま

くんは「幼稚園で友だちをいっぱ
い作って遊びたい」と話してくれました。

写真上　先生に手を引かれ、
みんなで一緒に入場。これか
らいっぱい楽しいことが待っ
ています
写真下　名前を呼ばれて元気
よく「はーい」と返事をする
八木和真くん

　 伝統の後継者として努力を
　猪苗代高等学校（新

にっ

田
た

銀
ぎん

一
いち

校長）の入学式は 4
月 8 日、同校体育館で開催され、普通科 39 人、国
際観光科 35 人が晴れの日を迎え、新たな学びやの
門をくぐりました。
　新入生一人一人の名前が呼ばれた後、新田校長が
全員の入学を許可し「中学校の先生方やご両親への
感謝の気持ちを忘れることなく、先輩たちが受け継
いできた輝かしい伝統を守る後継者として、進んで
自分の道を切り開いていく精神を持ち続けてほし
い」と式辞。
　新入生を代表し小林沙

さ

樹
き

さんが「郷土の偉人野口
英世のように失敗を恐れず、粘り強く、温かい心を
持った人間を目指し、夢と希望を持ち精一杯努力し
ていく」と誓いの言葉を述べました。
　「英知、忍耐、勤労」の素晴らしい校訓のもと、
文武両道を目指して頑張ってください。

写真上　晴れの日を迎えた 74
人の生徒たち。式では若干の
緊張が見られましたが、その
目は未来への期待に輝いてい
ました
写真下　誓いの言葉を述べる
新入生代表の小林沙樹さん

INAWASHIRO

H
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広報 猪苗代  2009-5    1213    2009-5  広報 猪苗代

まちのわだい
TOWN  TOPICS

　定額給付金支給のタイミングに合わせて、猪苗代町商工会が発
行するプレミア付商品券「野口英世ふるさと商品券」の販売は 4
月 25 日、如

にょ

風
ふう

庵
あん

で開始されました。
　安部康

こう

征
せい

猪苗代町商工会長が「消費を拡大して猪苗代町から元
気になりましょう」とあいさつした後、テープカットで商品券の
発行を祝いました。あいにくの雨模様の中、10 時の発売開始に
は町民ら約 80 人が並び商品券を購入していました。
　商品券の使用期限は 8 月 31 日までとなっていますので、うっ
かり使い忘れることのないようにしてください。

町内の景気回復の起爆剤に
野口英世ふるさと商品券の発売を開始

　猪苗代町消防団の辞令交付式は 4 月 5 日、町役場正庁で開催
され、津金町長から土屋孝

たか

彦
ひこ

新団長（前副団長）に辞令が交付さ
れました。土屋団長は「新入団員は消防団員としての自覚を、先
輩団員諸君は地域防災のまとめ役としての自覚を持って頑張って
ほしい」とあいさつし、各分団の代表者に辞令を手渡しました。
　新入団員を代表し、笠間一

かず

嘉
よし

さん（第 4 分団）が「良心に従っ
て消防の義務を遂行します」と宣誓しました。
　辞令交付式に先立ち、団員・団幹部として活躍し、このたび退
団した石田正

ただし

さんと六角一
かず

治
はる

さんに感謝状が贈られました。

地域の安全は消防団が守る
消防団長、消防団員に辞令交付

辞令を受ける土屋団長。任期は 4 年間です

販売開始直後の如風庵の様子

　自衛隊入隊希望者を勧誘したり、自衛官の募集に関するさま
ざまな疑問、質問に答える自衛官募集相談員の委嘱状交付式は 4
月 14 日、町役場応接室で開催されました。
　式では相談員に委嘱された長沼進さん、松江直

なおし

さん、渡部昭さ
んの３人に委嘱状が手渡された後、津金町長と宮坂義

よし

孝
たか

自衛隊福
島地方協力本部副本部長があいさつ。優秀な自衛隊員の確保のた
めに頑張ってくださいと 3 人を激励しました。
　3 人の相談員の皆さんには、これから 2 年間自衛官募集活動を
頑張っていただきます。

お答えします自衛官のこと
21 年度自衛官募集相談員が委嘱される

　農作物を霜の被害から守るため、対策技術の指導や防災無線
による霜注意報の提供などをする猪苗代町防霜対策本部は 4 月 8
日、町役場農林課に設置されました。
　福地覚

かく

雄
お

ＪＡあいづ猪苗代地区統括支店長と津金町長が役場正
面玄関に看板を掲げて対策本部の設置をＰＲ、期間は 5 月末ま
でとなっています。
※防霜対策本部からのお知らせ
　霜が降りた日は、晴天となり急激に温度が上昇することが多い
ので、皆さん温度管理に注意してください。

霜の被害から農作物を守る
農林課に防霜対策本部を設置

委嘱状を手渡される長沼さん

看板を設置する福地統括支店長と津金町長

　町民の食生活改善を推進し、健康の保持・増進を図る猪苗代町
食生活改善推進員の会員ら 10 人は 4 月 19 日、就労継続支援施
設「さぎそうの家」を訪れました。
　「工房ポプリ」でパン作りを指導する飯

い い

野
の

彰
あきら

さんの指導により、
実際にポプリで販売されている米粉を使用したパンの作り方を体
験。悪戦苦闘しながらもパンを作り上げました。また、施設利用
者の仕事の一つであるわらじ作りなども体験しました。
　出来上がったパンはお昼ごはんとして施設利用者の皆さんと一
緒に食べ、交流を深めました。　

食改さん、作り方を教わる
食生活改善推進員が米粉のパン作りを体験

米粉が入った生地を丁寧にのばします

　極真空手道選手権福島県大会（型の部）は 4 月 19 日、カメリー
ナで開催され、少年から一般まで約 110 人が参加、日ごろ道場
で練習した型を披露しました。
　少年の部では、小学校に入学したばかりの子どもたちも大きな
声で「オス」とあいさつをし、技だけでなく礼節も身につけてい
るところが見うけられました。会場となったカメリーナのサブア
リーナは、ビデオカメラを手に応援に来た家族連れなどで賑わい、
終日盛り上がりを見せていました。　
　町内の道場の子どもたちも元気いっぱい頑張りました。

鍛えぬいた技の切れを披露
カメリーナで極真空手道選手権福島県大会

練習を積み重ねた見事な型を披露する児童
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　「たばこが 1,000 円になったらやめるよ」
　禁煙を勧めたとき、このような答えが返ってきたことがありました。中には、「やめるつもりがないし、
やめられないから、これからも吸い続けるしかないな」という人もいました。
　たばこをやめられない原因は、ずばり【ニコチン】です。その人の意志が弱いというわけではなく【ニコ
チン依存症】という病気だと言われています。
　
　たばこの煙には 4,000 種類の化学物質が含まれており、そのうち 200 種類以上は有害物質です。その中
の一つニコチンは、子どもならたばこ 1 本分を食べると死に至ってしまうくらい毒性が強く、体内での吸
収速度も早い物質です。たばこの煙が肺に入り血液中にニコチンが吸収されると、数秒で脳が気持ちよい状
態になるように働きます。そのため、脳はニコチンが少なくなると物足りなさを感じてしまいます。そうす
るとイライラしてしまい、それを解消するためにまたたばこを吸う。この状態が繰り返されて習慣になって
しまい、ニコチン無しではいられない体になってしまう。これが、「ニコチンに依存」している状態だとい
えます。「たばこを吸うとすっきりする」「たばこを吸うとやる気が出る」と感じている人もいると思います
が、それも上記のニコチンのしわざ。ただの錯覚です。

　【ニコチン依存症】というからには治療が必要だ、という
考えから、2006 年４月からは医療機関で保険による治療
が受けられるようにもなりました。たばこを止めるぞとい
う意志も大切なのですが、自分にあった禁煙方法をみつけ
るために医師や禁煙補助薬の力を借りることも重要です。
なかなか禁煙が続かないという人も、あきらめずにさまざ
まな方法を試してもらいたいと思います。さらに、周囲の
協力もあればより心強いのではないでしょうか。
　たばこの三大有害物質は「ニコチン」の他に、「タール」、

「一酸化炭素」です。黒くべっとりとした「タール」には、
数十種類の発ガン性物質が含まれています。「一酸化炭素」
は、血液が全身に酸素を運ぶ機能を阻害するため、組織の
酸素欠乏を引き起こし、全身の老化を早めるといわれています。たばこを吸うことは、自分の体に自分で悪
いものを取り入れているということです。また、自分でたばこを吸っていなくても、他の人が吸っているた
ばこの煙を吸い込んだら同じことです（受動喫煙といいます）。自分だけでなく、周囲の人にも影響を及ぼ
してしまうことになるのです。

　５月 31 日は世界禁煙デー（World No Tobacco Day）。WHO（世界保健機関）が 1989 年から定めている、
禁煙を推進するための記念日です。たばこを吸っている人、家族が吸っているという人、これを機会にたば
こについて改めて考え直してみてはいかがでしょうか。自分のためにも、家族のためにも。たばこ以外にも
気分転換の方法はたくさんありますよ。
　余談ですが、１箱 300 円のたばこを１日１箱、１年間吸い続けたとすると・・・

（300 円×１箱）× 365 日＝ 109,500 円。これだけあれば、のんびり国内旅行も夢じゃない？

保健だより 保健福祉課    健康づくり業務    ☎ (62)2115

～ Health Information for you ～

サークル紹介 № 9

　　　　　 　小勝　賢
けん

瑛
えい

　くん

　　　　　　　　　（千代田）

　  お父さん　 小勝     信利さん
　  お母さん     　　    通子さん

　「今日はママが仕事休みだからご機嫌だな」
祖父の利美さんに声をかけられてにっこりと微
笑む賢瑛くん。「飛行機は？」と声をかけられ
ると、「ブーン」と言いながら両手を広げて見
せたり、手をたたいたりして元気いっぱいに遊
んでいました。
　ご両親が仕事の間はおじいちゃん、おばあ
ちゃんが賢瑛くんの面倒を見ているそうで、「い
つも見てもらって本当に助かってます」とママ
の通子さんが話すと、祖母の節子さんは「大変
な時もあるけれど、一日一日成長する姿を見て
いるのは楽しいですよ」と目を細めました。

　※「笑顔でこんにちは」に掲載希望の方は、広報担当まで申し出ください。

                     Ȉ ᆛ
ȧ

 ഒ
ɜȢ

 ͢
Ȟȗ

 ȉ
　「パシッ」、「パシッ」学びいなの研修室の扉を開けると、真剣な眼差しで碁盤にむかう会員たちの姿があり
ました。碁楽会の会員数は現在 15 人。お互いが碁のレベルアップを目指して活動しています。
　見学者・会員も募集中。9：00 から 17：00 までの都合のいい時間を見つけて参加することも可能だそうです。

毎週月曜日
9：00 か ら 17：00 ま で
体験交流館で活動します。

連絡先　
代表　赤羽　清一さん　　
　　　☎（62）4649

※このコーナーでは、活動をＰＲしたい団体を募集します。毎月 1 団体ずつ紹介していきます
ので、希望する団体は総務課秘書広報業務まで問い合わせください。☎（62）2111

　賢瑛くんの笑顔は仕事から帰ったパパ、ママを癒し
ます。「第二の松坂大輔になってほしい」と言ってい
たのはパパの信利さん。「このまますくすくと元気に
育ってほしいです」とはママの通子さん。

皆さん無言で真剣勝負です パシッと小気味良い音が響きます

笑顔でこんにちは

悪
あく

煙
えん

を断ちきれ！

第 290 号

この 1 本に 200 種類以上の有害物質が・・・
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町
職
員
採
用
候
補
者

　

町
で
は
、
22
年
度
採
用
の
町
職
員

（
大
学
卒
程
度
）
を
募
集
し
ま
す
。

▼
採
用
職
種
と
採
用
予
定
人
数

行
政
職
（
一
般
事
務
）
若
干
名

▼
受
験
資
格　

昭
和
55
年
４
月
２
日

か
ら
昭
和
63
年
４
月
１
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
者
（
学
歴
は
問
い
ま
せ
ん
）

試
験
の
方
法

　

一
次
試
験

▼
期
日　

７
月
26
日
（
日
）

▼
場
所　

福
島
県
自
治
会
館

　
（
福
島
市
中
町
８
番
２
号
）

▼
内
容　

大
学
卒
程
度
の
教
養
試
験

と
専
門
試
験
を
行
い
ま
す
。

　

二
次
試
験

　

一
次
試
験
合
格
者
に
対
し
て
、
主

と
し
て
人
物
に
つ
い
て
個
別
面
接
・

小
論
文
な
ど
に
よ
る
試
験
を
実
施
し

ま
す
。

▼
受
験
申
込
用
紙
の
請
求
方
法

　

申
込
用
紙
は
、
役
場
総
務
課
行
政

管
理
業
務
で
交
付
し
ま
す
。

▼
郵
送
を
希
望
す
る
場
合

　

封
筒
の
表
に
「
大
学
卒
程
度
試
験

申
込
用
紙
請
求
」
と
朱
書
き
し
、
80

円
分
の
切
手
を
貼
っ
た
、
あ
て
先
明

記
の
返
信
用
封
筒
を
必
ず
同
封
し
て
、

総
務
課
行
政
管
理
業
務
（
字
城
南

100
）
へ
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。

○
春
の
行
政
相
談
会

▼
日
時
５
月
18
日
（
月
）、19
日
（
火
）

　

午
後
１
時
～
午
後
３
時

▼
場
所　

役
場
３
階　

日
本
間

　

こ
の
ほ
か
に
も
定
例
相
談
を
毎
月

１
回
（
第
３
水
曜
）
開
催
し
て
い
ま

す
。
相
談
は
無
料
で
秘
密
は
厳
守
し

ま
す
の
で
、
気
軽
に
相
談
し
て
く
だ

さ
い
。

○
県
政
相
談
会

（
※
県
政
相
談
員
と
共
催
）

▼
日
時　

５
月
29
日
（
金
）

　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

▼
場
所　

役
場
３
階　

日
本
間

人
権
擁
護
委
員
・
行
政
相
談
委
員

合
同
相
談
会

　

毎
日
の
生
活
の
中
で
、
こ
れ
は
人

権
上
問
題
で
は
な
い
か
と
感
じ
た

り
、
法
律
で
は
ど
の
よ
う
に
な
る
か

よ
く
わ
か
ら
な
く
て
困
っ
た
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
か
。

　

人
権
擁
護
委
員
・
行
政
相
談
委
員

が
問
題
解
決
の
お
手
伝
い
を
し
ま

す
。
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
相
談
し
て
く

だ
さ
い
。

▼
開
催
日
時　

６
月
２
日
（
火
）

　

午
前
10
時
か
ら
午
後
３
時

▼
場
所　

町
役
場
３
階　

日
本
間

▼
そ
の
他　

相
談
料
無
料
・
秘
密
厳

守

▼
受
付
期
間

　

５
月
28
日（
木
）～
６
月
26
日（
金
）

※
郵
送
に
よ
る
申
込
書
提
出
の
場
合

は
、
６
月
24
日
（
水
）
ま
で
の
消
印

有
効

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先 

総
務
課
行
政
管
理
業
務

☎
（
62
）
２
１
１
１

新
し
い
行
政
相
談
委
員
に

宮
沢
重
正
さ
ん

　

総
務
省
で
は
、
猪
苗
代
町
を
担
当

す
る
行
政
相
談
委
員
を
、
21
年
４
月

１
日
付
け
で
宮
沢
重し

げ

正ま
さ

さ
ん
に
委
任

し
ま
し
た
。

　

行
政
相
談
委
員
は
、
国
・
県
・
市

町
村
な
ど
の
役
所
や
Ｎ
Ｔ
Ｔ
な
ど
の

特
殊
法
人
の
仕
事
に
つ
い
て
の
苦
情

や
意
見
、
要
望
を
受
け
付
け
、
皆
さ

ん
と
関
係
行
政
機
関
等
と
の
間
に

立
っ
て
、
そ
の
解
決
を
促
進
す
る
よ

う
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

総
務
課　

秘
書
広
報
業
務

☎
（
62
）
２
１
１
１

い
な
わ
し
ろ
聖
苑
火
葬
炉

改
修
の
お
知
ら
せ

　

老
朽
化
に
伴
う
「
い
な
わ
し
ろ
聖

苑
」
の
火
葬
炉
改
修
工
事
を
６
月
か

ら
８
月
に
か
け
て
実
施
し
ま
す
。

　

工
事
期
間
中
は
、
使
用
で
き
る
火

葬
炉
が
１
基
と
な
り
、
ご
不
便
を
お

か
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。
工
事
期
間
中
は

町
内
の
人
の
み
受
付
と
し
ま
す
の
で

併
せ
て
お
願
い
し
ま
す
。

　

工
事
期
間
中
の
火
葬
開
始
時
間
は

12
時
か
ら
と
14
時
か
ら
に
な
り
ま
す

▼
問
い
合
わ
せ
先

町
民
生
活
課　

生
活
環
境
業
務

☎
（
62
）
２
１
１
４

麻
し
ん
・
風
し
ん
の
予
防

接
種
を
受
け
よ
う

　

４
～
６
月
は
麻
し
ん
（
は
し
か
）

や
風
し
ん
が
流
行
す
る
季
節
で
す
。

　

予
防
接
種
の
対
象
と
な
る
お
子
さ

（
税
務
課
収
納
業
務
）

・
第
34
号
「
差
押
債
権
充
当
通
知
書

の
公
示
送
達
に
つ
い
て
」

（
税
務
課
収
納
業
務
）

・
第
35
号
「
平
成
20
年
度
固
定
資
産

税
督
促
状
ほ
か
の
公
示
送
達
に
つ
い

て
」

（
税
務
課
収
納
業
務
）

公　

告

・
第
10
号
「
猪
苗
代
農
業
振
興
地
域

整
備
計
画
の
変
更
に
つ
い
て
」

（
農
林
課
農
林
業
務
）

・
第
11
号
「
猪
苗
代
農
業
振
興
地
域

整
備
計
画
の
変
更
に
つ
い
て
」

（
農
林
課
農
林
業
務
）

・
第
12
号
「
猪
苗
代
町
都
市
公
園
の

供
用
区
域
を
変
更
し
た
件
」

１　

供
用
区
域
を
変
更
す
る
都
市
公

園
の
名
称　

亀
ヶ
城
公
園

２　

新
た
に
供
用
す
る
都
市
公
園
の

位
置
及
び
区
域

　

猪
苗
代
町
字
鶴
田
、
古
城
町
地
内

３　

変
更
後
の
都
市
公
園
供
用
面
積

　

10
・
３
㌶
（
供
用
前
９
・
９
㌶
）

４　

供
用
開
始
す
る
期
日

　

21
年
４
月
１
日

（
建
設
課
都
市
整
備
業
務
）

※
告
示
・
公
告
さ
れ
た
内
容
に
つ
い

て
は
、
役
場
前
掲
示
板
を
ご
覧
に
な

る
か
、
そ
れ
ぞ
れ
の
担
当
課
に
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

（
当
日
徴
収
し
ま
す
。）

（
カ
メ
リ
ー
ナ
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
会

員
は
無
料
で
す
。
会
員
証
を
ご
提
示

く
だ
さ
い
。）

※
小
雨
決
行
、
貸
出
用
の
ラ
ケ
ッ
ト

も
若
干
ご
用
意
し
て
お
り
ま
す
。

▼
申
し
込
み　

５
月
30
日
（
土
）
ま

で
に
猪
苗
代
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ
事
務
局 

木
下

　

０
８
０―

５
５
６
９―

４
７
２
７

　
　
　
　

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

告　

示

・
第
28
号
「
猪
苗
代
町
総
合
評
価
方

式
指
名
競
争
入
札
試
行
要
領
」

（
総
務
課
秘
書
広
報
業
務
）

・
第
29
号
「
猪
苗
代
町
低
入
札
価
格

調
査
事
務
処
理
要
領
」

（
総
務
課
秘
書
広
報
業
務
）

・
第
30
号
「
出
納
員
、
分
任
出
納
員

の
告
示
に
つ
い
て
」（
総
務
課
行
政

管
理
業
務
）

・
第
31
号
「
国
民
健
康
保
険
被
保
険

者
証
無
効
告
示
」

（
町
民
生
活
課
国
保
年
金
業
務
）

・
第
32
号
「
差
押
調
書
謄
本
の
公
示

送
達
給
付
事
業
実
施
要
綱
」

（
税
務
課
収
納
業
務
）

・
第
33
号
「
債
権
差
押
調
書
謄
本
の

公
示
送
達
に
つ
い
て
」

れ
て
い
る
浄
化
槽
の
設
置
状
況
を
調

査
し
ま
す
。
調
査
員（
町
臨
時
職
員
）

が
、
左
記
の
期
間
中
に
各
戸
を
訪
問

し
ま
す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

▼
期　

間　

　

５
月
か
ら
９
月

▼
開
催
時
間　

　

午
前
9
時
か
ら
午
後
4
時
ま
で

▼
調
査
内
容

　

浄
化
槽
（
下
水
道
排
水
設
備
）
の

設
置
状
況
な
ど

※
調
査
員
は
、
腕
章
を
つ
け
身
分
証

明
書
（
名
札
）
を
携
帯
し
て
い
ま
す
。

※
調
査
員
は
、
浄
化
槽
の
設
置
状
況

等
を
確
認
す
る
だ
け
で
す
の
で
費
用

は
か
か
り
ま
せ
ん
。

※
土
日
お
よ
び
祝
祭
日
は
、
調
査
を

実
施
し
ま
せ
ん
。

　
▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

上
下
水
道
課　

下
水
道
業
務

☎
（
62
）
５
６
３
３

町
民
テ
ニ
ス
教
室
へ
参
加

し
て
み
ま
せ
ん
か

　

初
級
者
と
中
級
者
に
別
れ
て
、
硬

式
テ
ニ
ス
を
楽
し
く
レ
ッ
ス
ン
！

▼
日
時　

６
月
６
日
か
ら
27
日
ま
で

の
毎
週
土
曜
日　

午
後
２
時
～
４
時

▼
会
場　

総
合
運
動
公
園
テ
ニ
ス

コ
ー
ト

▼
費
用　

４
回
で
１
，
０
０
０
円

ん
を
お
持
ち
の
人
は
、
早
め
に
予
防

接
種
を
受
け
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

▼
対
象
者

１
期　

生
後
12
～
24
ヶ
月
の

　
　
　

お
子
さ
ん

２
期　

小
学
校
入
学
前
年
の

　
　
　

お
子
さ
ん

３
期　

中
学
１
年
生
の
お
子
さ
ん

４
期　

高
校
３
年
生
相
当
の

　
　
　

お
子
さ
ん

▼
接
種
料
金

　

公
費
負
担
の
た
め
無
料

▼
方
法

　

対
象
と
な
る
人
（
保
護
者
）
に
は

「
予
防
接
種
の
お
知
ら
せ
」
を
郵
送

し
て
い
ま
す
の
で
、
そ
ち
ら
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

◇
最
近
猪
苗
代
町
に
転
入
し
た
ば
か

り
等
で
「
予
防
接
種
の
お
知
ら
せ
」

が
届
い
て
い
な
い
人
は
、
町
保
健
福

祉
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

保
健
福
祉
課　

健
康
づ
く
り
業
務

☎
（
62
）
２
１
１
５

猪
苗
代
湖
の
水
質
環
境
を

改
善
す
る
た
め
に

　

本
町
で
は
、
猪
苗
代
湖
等
の
水
質

環
境
改
善
の
た
め
、
町
内
に
設
置
さ

いなわしろタウンページTown Information まちのお知らせ

掲
示
板

生　

活

調　

査

相　

談
宮沢重正さん（下舘）
☎（66）3995

募　

集
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ジ袋を無駄に使わないという取り組
みは、誰にでもすぐに始めることの
できる地球に優しい行動です。
お買い物にはマイバックを持って出
かけましょう。
6 月 1 日（月）から実施する店舗
●株式会社ヨークベニマル猪苗代店
●株式会社リオン・ドールコーポ
レーション猪苗代店
問町民生活課　　☎（62）2114　

　クリーンな電波環境が
　ＩＣＴ社会を支えます

　総務省からのお知らせ　6 月 1 日
から 10 日までは「電波利用環境保
護周知啓発強化期間」です。
　よりよい電波環境が豊かな情報社
会を支えます。
　電波はみんなのものだから、ルー
ルを守って正しく使いましょう。
　電波の混信・妨害については下記
まで相談してください。
問総務省東北総合通信局　
　相談窓口　☎ 022（221）0641

　血液が不足しています
　献血にご協力ください

　下記の日程で献血バスでの全血献
血を行います。400ml 献血にご協
力をお願いします。
　5 月 20 日（水）
●東信建設工業
　　　10：00 ～ 12：00
●吾妻食品
　　　13：30 ～ 15：00
●ボナリ高原ゴルフクラブ
　　　15：30 ～ 17：00

編
集
後
記

暮らしの情報広場

　国家公務員Ⅲ種（税務）
　採用試験を実施します

　仙台国税局では、バイタリティー
あふれる税務職員を募集しています。
国の財政を支える税務職員に、あな
たもチャレンジしてみませんか。
●受験資格
　昭和 63 年 4 月 2 日から
平成 4 年 4 月 1 日生まれの人
●受験申込受付期間
　6 月 23 日（火）から 6 月 30 日（火）
まで
●受験申込書の請求
　最寄りの税務署、仙台国税局人事
第二課または人事院東北事務局
※受験申込書の配布は、5 月 11 日

（月）から始めます。
問人事院東北事務局
　☎ 022（221）2022
　仙台国税局人事第二課
☎ 022（263）1111（内線 3236）

    日本語ボランティアの
　研修会を開催します

　「外国のひとに日本語を教えるっ
てどういうふうにするの？外国語は
必要なの？」など、
日本語ボランティアの活動に関心の
ある人は是非ご参加ください。
主催：（財）福島県国際交流協会
共催：会津若松市国際交流協会
日時：第 1 回　6 月 21 日（日）
　　　第 2 回　6 月 28 日（日）

　　　第 3 回　7 月   5 日（日）
　　　時間は 10 時～ 16 時
会場：会津若松市中央公民館
　（会津若松市追手町２番４１号）
定員：各回 30 人
　（定員になり次第締め切ります）
参加費：１回 1,500 円
講師：横沢由実

（ＮＰＯ法人ヤマガタヤポニカ副代
表・理事、東北大学高等教育開発推
進センター非常勤講師）
その他：各回テーマが違います。
　詳細および申し込みについては、
下記まで問い合せください。
問（財）福島県国際交流協会
　　☎ 024（524）1315
　（8 時 30 分から 17 時 30 分、
　日・月休み）　

　平成 21 年経済センサス
　基礎調査が始まります

　経済センサス基礎調査の目的と
は、雇用対策や中小企業対策などの
行政施策の的確な策定や、景気判断、
企業の経営判断に有効な基礎情報を
整備することです。

●調査の対象　全国すべての事業所
および企業を対象に行います。
●調査の期日　21 年 7 月 1 日現在
で実施します。
●調査の項目　名称、所在地、従業
者数等について調査します。
　
調査結果を統計以外の目的に使用す
ることや外部に漏らすことは法律で
固く禁じられていますので、安心し

て調査にご協力ください。
問企画財務課　☎（62）2112
　    
 　危険物の取り扱いには
 　十分注意してください

6 月 7 日（日）～ 6 月 13 日（土）
は危険物安全週間です。

「安全は    意識と知識と    心掛け」
●ガソリンはポリ容器では保管
　できません
　ポリ容器は、静電気により引火す
る恐れがありますので適正な金属容
器で保管してください。
●危険物の運搬にはご注意を
　こぼれないように栓は確実に閉
め、倒れないようにしっかりとロー
プ等で固定してください。
●保管する量は最小限に
　一定数量以上保管すると、消防
署に届出などが必要になります。
●給油の際はエンジン停止
　タバコなどの火気は厳禁
　直接火が触れなくても引火し、火
災となることがあります。

　　　  山火事ストップ
原野、山林での焚き火や火入れ
をしない
たばこの投げ捨ては絶対しない

問猪苗代消防署　☎（62）4433  

     レジ袋を使わずにマイ
　 バッグを持って歩こう

　福島県では、二酸化炭素削減によ
る地球温暖化の防止、廃棄物の減量
化を推進するため、事業者、消費者
団体、行政による「レジ袋の削減
に関する協定」を締結し、21 年 6
月 1 日から県内の主な食品スーパー
で、レジ袋の無料配布の取り止め（有
料化）が始まります。
　レジ袋の製造や焼却処分には石油
などの貴重な天然資源やエネルギー
が使われ、地球温暖化の原因となる
二酸化炭素が排出されています。レ

お知らせ

▼
今
年
も
町
内
の
桜
が
き
れ

い
に
咲
き
ま
し
た
。
観
音
寺

川
の
さ
く
ら
ま
つ
り
で
は
表

紙
の
女
み
こ
し
や
太
鼓
の
演

奏
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン

ト
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

▼
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
の
中

で
は
「
沼
尻
鉱
山
と
軽
便
鉄

道
を
語
り
継
ぐ
会
（
出
口
陽

子
会
長
）
の
資
料
展
示
が

行
わ
れ
て
お
り
、
メ
ー
ン
と

な
っ
て
い
た
の
は
「
沼
尻

軽
便
鉄
道
モ
ジ
ュ
ー
ル
展
」。

東
京
在
住
の
畑
中
博
さ
ん
を

中
心
に
活
動
す
る
「
軽
便
モ

ジ
ュ
ー
ル
倶
楽
部
（
会
員
数
15

人
）」
の
皆
さ
ん
の
作
品
で
す
。

▼
精
巧
な
モ
ジ
ュ
ー
ル
は
軽

便
が
走
っ
て
い
た
当
時
を
再

現
し
た
も
の
で
す
。
そ
の
た

め
に
倶
楽
部
の
メ
ン
バ
ー
は
、

沼
尻―

川
桁
の
沿
線
を
何
度

も
訪
れ
、
調
査
、
聞
き
取
り

を
し
て
い
る
そ
う
で
、
会
場

を
訪
れ
た
地
元
の
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
た
ち
も
「
あ
そ
こ
の

駅
こ
ん
な
だ
っ
た
。
懐
か
し

い
な
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

▼
町
民
で
は
な
い
人
が
町
の

歴
史
を
伝
え
て
く
れ
る
と
い

う
こ
と
に
う
れ
し
さ
を
感
じ

ま
し
た
。（
大
坂
）

Life Information

　猪苗代警察署管内の犯罪・交通事故
　発生状況（平成 21 年 3 月 31 日現在）

１　犯罪発生状況

◎定額給付金を狙ったサギに注意。役場職員や総
務省職員が、預貯金通帳を預かったり暗証番号な
どを聞いたりすることは絶対にありません。通帳
を渡したり、番号を教えたりしないでください。

◎飲酒の機会が増える時期　「飲んだら乗らな
い・乗るなら飲まない・乗る人には飲ませない」

２　交通事故状況

年別
町村別 平成 21 年 平成 20 年 増　減 増減率％

猪　苗　代　町 31 33 -2       -6.1
磐　梯　町 13 7 6      85.7
裏　磐　梯 9 5 4      80.0

　　　計 53 45 8      17.8

町村別
罪種別

猪苗代町 磐梯町 裏磐梯
21 年 20 年 21 年 20 年 21 年 20 年

窃盗犯計 27 31 13 6 8 4
空き巣 13
出店荒らし 1 1
忍込み
事務所荒らし
車上ねらい 4
自動販売機
ねらい 1 1

部品ねらい 1
脱衣場ねらい 7 1
金庫破り 1
万引き 1 1
置引き 1 4 1
職場ねらい 1
同居ねらい
さい銭ねらい 2 2
野荒らし
給油所荒らし
スキー・
スノーボード盗 4 3 9 6 2
その他の窃盗 7 7 1 2 1 1
自転車盗 1 1
オートバイ盗
自動車盗
その他の
乗り物盗
器物損壊 2 2 1 1

詐欺・横領 1
暴行・傷害 1

その他の刑法犯 1
総　計 31 33 13 7 9 5
増　減 -2 6 4

死亡事故 0 0 0 0 0 0
増　　減 0 0 0
人身事故 29 35 4 12 6 6
増　　減 -6 -8 0

   今月の納期
（納期限 6 月 1 日）

●軽自動車税   全期分

●上下水道使用料 5 月分

お悔やみ申し上げます
（ 3 月 15 日～ 4 月 14 日受付分※敬称略 ）

氏　　名 年齢 世帯主 行政区

河内　ノイ 93 章 見祢

大竹　光一 89 光一 本町

渡部　七郎 83 七郎 翁島駅前

齋藤　タカ 96 タカ 下舘

秦　　次男 73 次男 蟹沢

長島　ヨネ 89 和子 下舘

伊藤貴美子 87 朋光 神明町

矢島　トキ 91 好國 西舘

石田キミ子 75 キミ子 樋ノ口

鵜川　末八 60 三壽雄 大島原

小林　藤孝 69 藤徳 祢次

古谷野はつ 86 泰治 中ノ沢

遠藤　チヨ 92 チヨ 桜ヶ丘

鈴木　　敬 87 隆一 千代田

大瀧　和則 57 和則 六角

渡部　カヨ 90 正尋 中ノ目

磯　　岩子 75 靖 扇田

岡部　久子 95 久子 新町ロ

大束　哲男 78 哲男 神明町

山口　正三 70 正三 川桁

笹岡　宮子 77 宮子 扇田

國井　就任 63 就任 北高野

※広報に氏名の掲載を希望されな
い場合は、窓口に申し出ください。

平成 21 年 4 月 1 日現在の現住人口（前月比）
　　世帯数　　　  5,076 戸（－　7）
　　人　口　男　  7,657 人（－ 26）
　　　　　　女　  8,376 人（－ 39）
　　　　　　計　16,033 人（－ 65）
　　　
　　　出生　  6 人　　転入　 80 人
　　　死亡　20 人　　転出  131 人

町の人口

使いましょう　マイバッグ

　
　
　

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
の
た
め
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
掲
載
分
の

　
　
　

消
息
欄
は
削
除
し
ま
し
た
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
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■
発
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福
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県
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苗
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編
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総
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福
島

県
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麻
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猪
苗

代
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字
城

南
100　

☎
 0242(62)2111

【材料】3 人分（1 人× 2 個で 6 個分）
ジャガイモ 小 3 個・ニンジン 1/3 本・片栗粉 1/4 カップ・
スキムミルク 大さじ 1・さくらえび 大さじ 2・チーズ 10㌘

・スナップエンドウ（スナックエンドウ） 3 さや・しょうゆ
 小さじ 2・砂糖 小さじ 2 ・油 適宜

【作り方】
① ゆでたニンジンとジャガイモを熱いうちにつぶします
② チーズ、下ゆでしたスナップエンドウを細かくきざみます
③ しょうゆと砂糖を混ぜておきます
④ ①に②と片栗粉、スキムミルク、さくらえびを加え、よく
　  練り混ぜます
⑤ 1 人 2 個ずつにとりわけ、小判型にします
⑥ ⑤の両面に③のたれを塗ります
⑦ 熱したフライパンにうすく油をひき、焦げないように注意
しながら弱火で両面焼きます

【一人当たりの栄養量】　エネルギー 128㌔㌍、タンパク質 5.0
㌘、脂質 1.0㌘、カルシウム 111㍉㌘、鉄 0.7㍉㌘、ビタミンＣ
29㍉㌘、食物繊維 1.5㌘、塩分 0.6㌘

じゃがモチ
（手作りカンタンおやつ）

■一口メモ■
「さくらえびの代わりにしらすや青のりを入れたり、スナップエンドウの代わりにアスパラガスやコーンを入れたり、

中に入れる材料はお好みでかまいません」
ジャガイモはでんぷん食品独特のほのかな甘みがあって、ほんの少し塩味を加えるだけでもおいしいものです。ビタ
ミンＣや食物繊維が豊富で、甘くないおやつを食べさせたいときにぴったりの素材です。

食生活改善推進員コーナー ～旬の野菜でカンタン料理～　　№１４５

All People's Art Meseum
みんなの美術館

5 月は千里小学校のお友達の作品です

書道「光」

最後のはらいの部分に
気をつけて書きました
うまく書けたと思います

佐藤絵
え

弥
み

理
り

さん（4 年）

「新しい小学校」

転校してきた学校で感じた
すばらしさを絵に表現して
みました

岡野海
か い

人
と

さん（6 年）


